
１．土台用の竹と中に立てる細身の竹を選ぶ。
（土台１本、細身の竹３本）
★竹は出来るだけ、束ねたときの隙間が少ないものを選びます。
土台と立てる竹のバランスも大事です。

２．細身の竹の上部を斜めに切る。

★表側になる前部分から先に切ると仕上がりがきれいです。
※図では割れ防止のため、テープを巻き付けた上から切っています。

３．竹の長さを調整する。竹同士の高低差を３～５ｃｍ位にする。

★竹の長さは土台の竹とのバランスによります。

４．針金又はテープなどを使って、３本の竹の高さを調整して、
下の方で１箇所結束し、土台の竹の中に仮置きする。

★テープで仮止めして、針金を巻くと作業しやすいです。

５．竹を固定するために、土や砂などを入れる。

飾りを施して完成です。

★千両や葉牡丹などを花屋さんで購入して
飾ってもさらに華やかになります。

★土台の竹部分にコモや色紙などを巻く方法も
あります。自由にアレンジを楽しんでください。

ミニ門松の作り方

★門松には色々な作り方がありますが、今回は簡単な方法で作成します。

■材料：竹（土台、中に立てる竹）、針金 or ガムテープ、砂 or 土、飾り
■道具：ノコギリ、ペンチ、ハサミ
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